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 -ミ ニ マ リズ ム を 中 心 に 一
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1.研 究目的及び方法

 1960年 代のアメリカにおける現代舞踊 と美術, 

音楽という他芸術との関連に焦点をあて, ミニマ

リズムを中心に, 関連芸術が舞踊にもた らした影

響, 及び他芸術と舞踊との関係を明らかにするこ

とを目的とする。

 第一に, 各芸術相互間の交流や共同制作を調べ

ることにより, 音楽家, 美術家が舞踊家にどのよ

うな影響を与え, また舞踊家自身は他の分野の芸

術家 とどのように関わっていったかを考察 した後, 

第二に舞踊, 音楽, 美術での ミニマ リズムの特徴

を明らかに してい く。第三に ミニマリズムめ中に

流れるい くつかの概念を抽出し, それをそれぞれ

の芸術がどのように作品として体現 していったか

を芸術間で比較, 検討 していくことにより, 個々

の芸術独 自の性質をとらえ, 舞踊の特質を明らか

にする。

 方法 としては, 以下の文献を中心に考察を進め

る。

 主要文献一覧

1) Yvonne Rainer: Work 1961 - 73, (The Press 

 of the Nova Scotia College of Art and Design 

 and New York University 1974) 

2) Sally Banes: Democracy' s Body-Judson Dan-

 ce Theater 1962- 1964, (U M I Research 

 Press 1980 ) 

3) Margery, J, Turner : New Dance, ( University 

 of Pittsburgh Press 1980) 

4) Sally Banes : Terpsichore in Sneakers, (Bos-

 ton, Houghton Mifflin Company 1971)

5)市 川 雅 「ア メ リカ ン ・ダ ンス ・ナ ウ」(Parco出

版 局1975)

6)市 川 雅 「行 為 と 肉体 」(田 畑 書 店1972)

7)ロ ー ズ リー ・ゴ ール ドバ ー グ, 中 原 佑 介 訳 「パ フ

ォー マ ンス 」(リ ブ ロポ ー ト1982)

8)千 葉 成 夫 「ミニ マ ル ・アー ト」(リ ブ ロポ ー ト

1975)

9)サ ム ・ハ ンタ ー, 東 野 芳 明 訳 「現 代 絵 画22・ 今

日の ア メ リカ 絵 画 」(平 凡 社1976)

10)東 野 芳 明 「現 代 絵 画24・ 正 界 の 中 の 現 代 絵 画 」

(平 凡 社1976)

11)ニ コス ・ス タ ン ゴス, 室 木 範 義 訳 「20世 紀 美 術 」

(Parco出 版 局1985)

12)ウ ィム ・メル テ ン, 細 川 周 平 訳 「ミニ-マル ・ ミュ

一ジ ック」(冬 樹社1985)

13)ポ ール ・グ リフィス, 石 田一志, 佐藤み どり共 訳

「現代音楽-1945年 以後」(音 楽の友社1981)

14)ジ ョン ・ケージ, ダニエル ・シャルル, 青山マ ミ

「小鳥 たちのた あに」(青 土社1982)

2.結 果 及 び 考 察

(1)芸 術 間 の 相 互 関 連 性

1960年 代 か ら活 動 を 始 め た ポ ス ト ・モ ダ ン ・

ダ ンサ ー の うち, 中心 的 役 割 を果 た した と考 え ら

れ る ジ ャ ドソ ン ・ダ ンス ・グ ル ー プ を取 り上 げ, 

他 芸 術 との交 流 や コ ラボ レー シ ョ ンを・ 主 要 文 献

を 中 心 に ま とめ た結 果, 図1の よ うに表 され た。

ジャドソン・ダンス ・グループのダンサーはカ

ニングハム, アン ・ハルプ リンという二人の舞踊

家か ら学んでいるものが多 く, 彼らの方法論はジ

ョン・ケージの思想に通 じていると考えられる。

(2)ミ ニマ リズムの形式上の特徴

主要文献一覧の1), 2)と4)～14)の 文献

か ら舞踊, 音楽, 彫刻それぞれの ミニマ リズムの

主な特徴をあげ(図2参 照), そのなかから芸術

間の類似点を取出し, ミニマ リズムの様式上の共

通の特徴を考察 した結果, 素材の単純化 と形式の

平坦化があげられた。

(3)芸 術相互間の比較

(1)での芸術間の相互交流 と, (2)での ミニマリズ

ムのそれぞれの特徴を参考に, これらの ミニマリ

ズムの特徴の, 根底にある概念を抽出した。その

結果, これ らの特徴か ら, オブジェ化, 非目的性, 

即興性, 日常性の4つ の概念が抽出された。図2

の傍線はそれぞれの特徴がどのような概念に基づ

いているかを示 したものである。

(1)オ ブジェ化

美術作品をオブジェ化することは, ただ 「みる」

という存在である故に美術の世界ではもっとも容

易になされ得た。特に彫刻は, それ自体が三次元

的なオブジェで, 素材の中性的な工業用用材を意

味をもたないよう配列することでオブジェ化をさ

らに推 し進めた。音楽では, ヤ ングが持続音を他

図1
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□ 典術家
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か ら切り離された一回限りの事象とみなすための

方法として用いた。舞踊における素材は人間の身

体であるが故に, 人間そのものをオブジェとして

扱おうとしていったと考えられる。人間の身体が

意味をもたないよう個人を非人格化 し, ものと同

等に扱う, この空間上での素材の取り扱い方か ら

考慮す ると, 舞踊は彫刻に近いと考え られる。
 (3) 非目的性

 これは自己の表現の否定を意味 し, 表現性を排

除 した作品はオブジェと化す。特に時間軸をもた

ない美術では, オブジェ化の場合 と同じであると

考えられる。時間的要素の強い音楽 ど舞踊では, 

目的をもたない作品は, 非物語的で, クライマ ツ

クスを欠いていることか ら, 全体の構成が平担で

あるような配列を作 るための手段として 「反復」

が用いられたと考えられる。さらに舞踊では, ダ

ンサーでない人や 日常の歩 く, 走るといった簡単

な動きを用い, エネルギーの均等化を目指 した。こ

こで純化 したものをさらに明瞭なものとし, 観客

に提示できるよう, 動きを強調 し物化 してい くた

めの方法として反復が用いられたと考えられる。

 (3) 即興性

 ミニマ リズムでの作品は, 数学的緻密さをもっ

ており, 即興的な要素はあまりみ られない。即興

を用いる際は一定の基本単位の下で, 繰り返す回

数, 曲の開始, 終了の自由等の方法で行われた。

これは個々を重んじるなかで, 誰もが同 じ強さを維

持するよう注意されたためで, ここで重要となるの

は事柄がなされていくプロセスである, ということ

が推測できる。そしてそのプロセスを重視するた

めに, より着実に時間を埋めてい くことができる

タスクや単純な動きが選ばれたと考えられる。

 (2) 日常性

 ミニマ リズムでは日常性のあるものをそのまま

の形で使 うのではな く, 作品を平坦で中立化する

ための手段 として, 見慣れた素材を使っている。

舞踊においては, 日常的な動きを断片的に使った

り・反復することで, 日常的行為がもつ意味を解

体させ, 観客が行為を冷静にみることができるよ

うにしていると考えられる。音楽では, ケージが

音を観客の自由にとれるようにと意図しているの

に対 し, ヤ ングはひとつの音へと観客の注意を向

けようとしている。以上のことより, 時間の推移

にしたがい, つまり基本単位の連続性に伴い, 観

客を異化 していこうとしていたと考えられる。

3.ま とめ

 舞踊は時間的要素の強い音楽と, 空間的要素の

強い美術の両方の要素を持ち合わせており, その

ために同 じ概念であっても, 他芸術よりもより様

々な利用の仕方が可能であったと考え られる。そ

してその利点のために, 他芸術のアーティス トが

舞踊に関心をもち, 相互交流を通 して, 互いに影

響を与えあっていったと考えられ る。

 純粋化を目指 した ミニマリズムであったが, 舞

踊においての素材である身体は, それ自体が生き

た人間の ドラマでもある。そこで, 身体と精神を

切 り離 して考えることはできなかったと考え られ

る。 しか し, このi舞踊の独自性のゆえに, 同 じミ
ニマ リズムという動向のなかで もより多 くの試み

が可能であったと推測される。

図2 ミニ マ リズ ムの特 徴 著者作成
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